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口絵
序
発刊にあたって
凡例
第一章 維新のあと 明治期
第一節 明治維新と社会
一 維新後の改革と社会の動き
1 参謀 奥平謙輔
石田屯所 奥平の治政 矢ケ崎氏の日記 修教館 早川直昌と山中又四郎 奥
平の扁額
2 市野沢御林の開墾
開墾事情 市野沢御林の経過
3 神仏分離令
寺院の廃合 復旧の運動 再興の寺院 別当寺の行方 神道の復興 中教院と
教導職 祭り
の盛行
4 巡礼
巡礼の道 巡拝供養塔 一国遍路 村遍路
5 鋳銭所一件
鋳銭所と茂助 廃寺の仏器 専念寺願書 吹炭請負人 鋳鉄所閉鎖 杉本氏の
覚書
6 明治二年の諏訪町
街の概観 町の職業 町の構成員
第二節 近代化への胎動
一 初期の行政と民衆の運動
1 変貌するまちとむら
猫の目行政 名主から戸長へ 大小区制 市町村制の実施 新町村の名称 合
併を終えて
2 地租改正
壬申地券 地租改正 真光寺村の場合 改正負担 更正図
3 官衙誘致の運動
斎藤長三の回顧 一万四千余名署名 政党の争い 散発的な運動 終わりに
4 相川暴動
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騒動の序曲 誘致に絡んで 暴徒国仲へ 町内での暴徒 暴動の結末
第三節 明治期の教育
一 教育の流れ
1 私塾の時代
私塾励風館と矢嶋主計
2 小学校の創設
郷学校の設立 小学校の創設 学校経費と分教場 学校令のもと
3 草創期の風景
第四節 社会の進展
一 明治の村と町の様相
1 農業の動向
新田畑開発 初期の地主 小作人と作徳米 共有地の小作 牛馬耕
2 沢根の船運
沢根港の廻船 商船の時代 港町の茶屋
3 旧公道と県道
近世の道 明治の新道
4 物価と物入り
戦後の物価 教員の給料 婚礼の費用 弔いの出費 出産の物入り
第二章 二つの大戦のはざまで 大正・昭和初期
第一節 大正デモクラシーの社会
一 農村社会の動き
1 変わりゆく村
農村の盛衰 町村是の設定 農業改良 村取極め
2 畜産と牛馬商
牛と馬の推移 近代の牛馬点描 乳牛 博労
二 町場の諸相
1 町のすがた
町内の商い 旅人宿と料理屋
2 河原田町諸相
町並み景観 商家の風景 変容する町と人々 河原田気質
3 町の市場
河原田市 河原田牛市 八幡市 窪田市
4 近代の広告
時代を映す 地域の広告
三 諸産業の進展
1 荒物の盛行
荒物の沿革 荒物組合の設立 問屋の活躍 仲買人 竹工品
2 手工業の町
鍛冶町の鍛冶 八幡タンス
3 近代の鶴子銀山
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維新後の鶴子 昭和初期の本口稼業 本口の景観 鶴子閉山
4 町の印刷・出版事情
印刷所の変遷 斎藤活版印刷所の創設 新佐渡社と周辺の人々
四 交通と運輸
1 陸上交通の発展
人力車の変遷 営業の実態 乗合馬車の変遷 佐渡馬車合資会社の成立 荷車
と荷馬車の変
遷 荷馬車組合 自転車の変遷 自転車の時代 自動車の変遷 タクシー会社
の成立 ト
ラック輸送と郵便物の逓送
2 海運の競争
沢根港の海運 商船の移り 回漕店のにぎわい 機帆船の追憶 九月の寄港地
五 町の匠たち
1 蝋型鋳金
琢斎の系譜 一門の人々 藍堂一門 佐々木象堂 真藤派の流れ
2 佐与吉人形
首人形の作者 登場人物 その後
3 二派の土人形
八幡人形 長木人形
4 宮大工の系譜
宮大工杢太郎の流れ 分立の家 明石近陽
第二節 むらの近代化
一 災害と警防
1 五十里大火
大火の概要 出火から鎮火まで 出火の原因 救援と復興
2 天災と消防組
相次ぐ水害 消防組
3 警察のあゆみ
分屯所の頃 分署と駐在所 戦後の動き
二 電力と通信
1 電力のあゆみ
電力の胎動 佐渡電灯の設立と発展 未点灯地域の解消 農事用電力の普及
戦後の電力事
情 需要推移 燭光よりワットに 東北電力の発足 需要の拡大と対応 未点
灯地域の完全
解消 現況
2 通信の発展
創設の頃 佐和田郵便局 沢根郵便局 佐和田電報電話局
三 町の保健衛生
1 町の医療
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医療の進化 疫病神 伝染病院 佐渡セツルメント 高橋氏の追憶 町の医師
2 産婆
産婆と助産婦 産婆の衰退
第三節 くらしの暦
一 生活のリズムと慣習
1 年中行事と風俗習慣
第四節 戦時体制のもとで
一 大正・昭和初期の学校と社会
1 学校数育と社会教育
小学校 青年学校と実業補習学校 国民学校 中等学校
2 友情の人形
青い目の人形 人形を迎えて 答礼人形 その後の人形たち
3 銃後の守り
カーキ色の時代 非常時下の暮し
第三章 戦後の復興 現代
第一節 混乱から立ち上がる
一 戦後の混乱と改革
1 混乱のなかで
敗戦の混乱と引揚げ者 ヤミとインフレ 新体制へ
2 農地改革
農地委員 農地の買収
二 変わりゆく町と村
1 戦後の近代化
戦いのはて 二宮村の場合 農具の近代化
2 五十里の漁師と行商
漁師の村 四十物師 五十里あねこ
3 日吉丸の大羽鰯流網漁メモ
沢根町の漁業と鰯場 日吉丸の鰯場 鰯場の勘定
4 真光寺川砂防工事
砂防工事の始まり 工事現場 石工と物資の調達 村議会の動き 砂防ダムの
完成
5 沢根港の船大工
船大工
第二節 佐和田町の誕生
一 新町村合併の展開
1 合併への道
合併への経緯 沢根町の動き 町制施行に向けて
2 新しき発足
さわた開町 開町祝賀式 新町名 役場の位置 合併時の町勢 町の木・町の
花 町章
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3 農業団体の軌跡
産業組合 農会 農業協同組合
第三節 民主主義と教育
一 新教育の流れ
1 中等教育の展開
佐渡高等学校 河原田女子高等学校 定時制沢根分校
2 六・三制の教育
新教育制度のはじまり 各小学校のあゆみ 新制中学校
3 社会教育
公民館 婦人会 青年団 PTA
第四節 高度成長と文化生活
一 高度成長下の社会
1 村の変貌
戦後の農村 八幡の振売り 砂丘地の特産
2 土地改良事業のあゆみ
改良区設立の動き 関係諸村のうごき 土地改良区発足
3 発展する町の商業
商工業の変貌 商店の移り 商圏の伸展 商工会の歩み 昭和期の広告
4 娯楽の殿堂
入江座 舞台講
5 銭湯の変遷
湯屋のころ 各地の銭湯事情
6 沢根港の動き
航路復旧の運動 誘致の期成同盟
二 風土と住まい
1 歴史的背景と民家
はじめに 山麓の集落 屋敷景観 石田川流域 湊町沢根 台地と砂丘の村
高床の家
2 屋敷取りと屋根
屋敷取り 屋根の材料 屋根葺き
3 農家の屋敷と間取り
山本家の場合 オマユ 間取り
4 町家の屋敷と間取り
町家の間取り オマエ
5 その他の間取り
ナンド ニワ イロリ 座敷 坪庭 雪隠
佐和田町戦没者名簿
近現代年表
あとがき
